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業務の適正を確保するための体制及び当該体制の運用状況
⑴　業務の適正を確保するための体制についての決定内容の概要
　取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制その他会社の業務の適正
を確保するための体制についての決定内容の概要は以下のとおりであります。
①　取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制
・「i－plugグループ企業行動憲章」、「コンプライアンス規程」及び「コンプライアンスマニュ
アル」を規定し、法令・定款及び社会規範を遵守するよう啓蒙・教育活動を推進する。
・代表取締役CEOは、リスク・コンプライアンス委員会を設置し、当委員会において、コンプラ
イアンス体制の構築、維持、整備にあたる。

・コンプライアンスに関する情報を集約するための相談窓口を設置し、当該相談窓口への相談内容
を調査した上で、不祥事が生じた場合には、再発防止策を担当部門と協議・決定する。

・監査役は、「監査役監査規程」に基づき、取締役の職務執行状況を監査する。法令及び定款に適
合しない又はその恐れがあると判断したときは取締役会で意見を述べ、状況によりその行為の差
止めを請求できる。

・内部監査室は、「内部監査規程」に基づき、当社のコンプライアンスの状況及び業務の適正性に
関する内部監査を実施し、その結果を、適宜、監査役及び代表取締役CEOに報告する。

②　取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制
・株主総会及び取締役会の議事、その他重要な情報については、法令及び「文書管理規程」他の諸
規程に基づき、適切に記録し、定められた期間保存する。

・上記の文書等は、取締役が必要に応じて閲覧可能な状態を維持するものとする。
・個人情報を含む情報の保護・保存のみならず、情報の活用による企業価値向上を含めた情報セキ
ュリティ・ガバナンス体制を構築・推進する。

③　損失の危険の管理に関する規程その他の体制
・リスク管理に関し、「リスク管理規程」を整備するとともに、リスク・コンプライアンス委員会
を設置し、リスクに関する重要事項について、具体的かつ実質的な協議及び評価等を行うこと
で、リスクの早期発見と未然防止を図る。
・有事の際は、「経営危機管理規程」に従い、代表取締役CEOが対策本部を設置し、迅速な対応
がとれる体制を構築する。

④　取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
・取締役会は、「取締役会規程」に基づき、月１回の定時取締役会のほか、必要に応じて臨時取締
役会を招集し、当該取締役会において法定事項・重要事項の決議及び業務執行状況の報告を行
う。

・「組織規程」、「職務権限規程」等、各種社内規程を整備し、権限委譲及び責任の明確化を図
り、効率的かつ適正な職務の執行が行われる体制を構築する。

⑤　当社及び子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体制
・子会社の取締役等及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制
・子会社の損失の危険の管理に関する規程その他の体制
・子会社の取締役等の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
・子会社の取締役等の職務の執行に係る事項の会社への報告に関する体制

⑥　監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使用人に関する事
項、及び当該使用人の取締役からの独立性に関する事項、並びに当該使用人に対する指示の実効
性の確保に関する事項

・監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合、取締役会は監査役と協議のう
え、内部監査室の使用人を、監査役を補助すべき使用人として指名することができる。

・補助すべき使用人の任命、解任、人事異動等については、監査役の同意を得たうえで決定するこ
ととする。

・指名された使用人への指揮命令権は、監査役が指定する補助すべき期間中は監査役に移譲された
ものとし、取締役からの指揮命令を受けない。
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⑦　取締役及び使用人が監査役に報告するための体制その他の監査役への報告に関する体制
・監査役は、必要に応じていつでも、取締役会及びその他重要と思われる会議に出席し、取締役等
からその職務の執行状況を聴取する。

・監査役は、稟議書類等業務執行に係る重要な文書を閲覧し、必要に応じて取締役及び使用人に報
告を求めることとする。

・監査役に報告を行った者が、当該報告をしたことを理由として不利な取扱いを受けないことを確
保する体制とする。

⑧　監査役の職務の遂行について生じる費用の前払又は償還の手続その他の当該職務の遂行について
生じる費用又は債務の処理に係る方針に関する事項
監査役がその職務の遂行について生じる費用の前払い又は償還等の請求をしたときは、当該監査
役の職務の遂行に必要でないと認められた場合を除き、速やかに当該費用又は債務を処理するも
のとする。

⑨　その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制
監査役は、代表取締役CEO、会計監査人、内部監査室と定期的に会合を持ち、それぞれ意見交
換を行うことにより監査の実効性を高める。

⑩　財務報告の適正性を確保するための体制
財務報告の適正性を確保するため、全社的な統制活動及び各業務プロセスの統制活動を強化し、
その運用体制を構築する。

⑪　反社会的勢力排除に向けた体制
「反社会的勢力対応規程」及び「反社会的勢力対応マニュアル」を定め、反社会的勢力との取引
を一切遮断するとともに、反社会的勢力からの被害を防止する体制とする。

⑵　業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要
上記に掲げた業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要は、以下のとおりであります。
①　取締役会

　当社では、「取締役会規程」に基づき、月１回の定時取締役会のほか、必要に応じて臨時取締
役会を開催しております。当事業年度において、取締役会は14回開催され、法定事項・重要事
項の決議及び業務執行状況の報告が行われております。
　なお、上記取締役会の開催回数のほか、会社法第370条及び当社定款第26条の規定に基づ
き、取締役会の決議があったものとみなす書面決議が2回ありました。

②　リスク・コンプライアンス体制
　リスク・コンプライアンス体制は、「コンプライアンス規程」に基づき、年４回の定時リス
ク・コンプライアンス委員会のほか、必要に応じて臨時リスク・コンプライアンス委員会を開催
しております。当該事業年度におけるリスク管理については、リスクに関する重要事項について
の協議及びリスク評価の見直し等を行っております。コンプライアンスについては、コンプライ
アンスに関する情報を集約するための相談窓口及び内部通報制度の見直しを行い、不正行為等に
よる不祥事の防止及び早期発見を図るとともに、コンプライアンス体制の構築、維持、整備にあ
たっております。また、使用人に対してコンプライアンスに関する知識や意識向上を目的とした
研修を実施しております。

③　情報の保存及び管理
　上記に掲げた体制の運用では、「文書管理規程」他の諸規程に基づき、取締役会及び重要な会
議の議事録等を作成するとともに保存管理を徹底しております。当該議事録等は、取締役及び監
査役の求めに応じて随時閲覧提供しております。

④　内部監査
　内部監査室は、年間の内部監査計画に基づき、コンプライアンスの状況及び業務の適正性に関
する内部監査を実施し、その結果を代表取締役CEO及び監査役会に適宜報告しております。
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⑤　監査役の職務執行
　監査役が取締役会やその他重要な会議へ出席する機会を確保し、監査役の要請に応じ速やかに
情報提供をするなど、監査が実効的に行われる環境を整備しております。また同時に、内部監査
室、監査役、会計監査人の三者間による連携が密にとれるような関係の構築を支援しておりま
す。なお、当事業年度においては、三様監査協議会を４回開催しております。

⑥　子会社の管理
　子会社の管理は、「関係会社管理規程」に基づき、子会社の中長期計画、年度計画及びその他
事業運営に関する重要な事項について事前承認や報告を行っております。
　また、常勤監査役がグループ各社の監査役を兼務し、内部監査室は株式会社イー・ファルコン
及び株式会社マキシマイズに対して直接監査を実施することができる体制を構築しております。
なお、当事業年度において、内部監査室は事業運営に係る株式会社イー・ファルコン及び株式会
社マキシマイズとの各種ミーティングを必要に応じて適宜開催するとともに、年間の内部監査計
画に基づく内部監査を両社１回ずつ実施しております。
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(2025年４月 1 日から
2026年３月31日まで)
株 主 資 本

純 資 産
合 計資 本 金 新株式申

込証拠金 資本剰余金 利益剰余金 自 己 株 式 株主資本
合 計

当連結会計年度期首残高  672,330  －  550,088 173,648 △184  1,395,882 1,395,882

当連結会計年度変動額

新 株 の 発 行
(譲渡制限付株式報酬) 8,972 8,972 17,944 17,944

新 株 の 発 行
( 新 株 予 約 権 の 行 使 ) 2,775  △5,551 2,775 － －

新 株 予 約 権 の 行 使 5,551 5,551 5,551

自 己 株 式 の 取 得 △93 △93 △93

親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益  478,269  478,269  478,269

株主資本以外の項目の当連結
会 計 年 度 変 動 額 ( 純 額 ) －

当連結会計年度変動額合計  11,747  －  11,747  478,269 △93 501,672 501,672

当連結会計年度末残高 684,078 － 561,836 651,918 △277 1,897,555 1,897,555

連結株主資本等変動計算書

（単位：千円）

（注）金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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連結注記表
１．連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等

⑴　連結の範囲に関する事項
①　連結子会社の状況

・連結子会社の数　　　　　　　２社
・主要な連結子会社の名称　　　株式会社イー・ファルコン

　　　　株式会社マキシマイズ
②　非連結子会社の状況

　該当事項はありません。
③　議決権の過半数を所有しているにもかかわらず子会社としなかった会社等の状況

　該当事項はありません。
⑵　持分法の適用に関する事項

該当事項はありません。
⑶　連結子会社の事業年度等に関する事項

　全ての連結子会社の事業年度は、連結会計年度と一致しております。
⑷　会計方針に関する事項

①　重要な資産の評価基準及び評価方法
その他有価証券
・市場価格のない株式等 移動平均法による原価法を採用しております。なお、投資事業有限責任組合

への出資については、組合契約に規定される決算報告日に応じて入手可能な
最近の決算書を基礎とし、持分相当額を純額で取り込む方法を採用しており
ます。

②　重要な減価償却資産の減価償却の方法
イ．有形固定資産（リース資産を除く）

主に定額法を採用しております。
なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。
建物　　　　　　　　３年～39年
工具、器具及び備品　３年～10年

ロ．無形固定資産（リース資産を除く）
・自社利用のソフトウエア　　社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法を採用しております。

ハ．リース資産
・所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

リース期間を耐用年数、残存価額を零とする定額法を採用しております。
③　重要な引当金の計上基準

イ．貸倒引当金 債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率によ
り、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収
不能見込額を計上しております。

④　収益及び費用の計上基準
　当社及び連結子会社の顧客との契約から生じる収益に関する主要な事業における主な履行義務の内容及び当
該履行義務を充足する通常の時点（収益を認識する通常の時点）は、以下のとおりであります。

・OfferBox（早期定額型） 早期オファー枠サービスと入社合意枠サービスの提供を履行義務として識別
しております。早期オファー枠サービスの利用料金は契約時から採用広報解
禁日までの期間の経過に応じて、入社合意枠サービスの利用料金は契約時か
ら採用年度末までの期間の経過に応じて収益を認識しております。なお、オ
プションサービスについてはサービス提供時に一時点で収益を認識しており
ます。

・OfferBox（成功報酬型） 採用決定に至るまでのサービスの提供を履行義務として識別し、採用決定日
に履行義務が充足されたとして一時点で収益を認識しております。なお、内
定辞退が生じた場合には返金義務があるため、返金見込額は収益から控除し
ております。
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当座貸越極度額 300,000千円
借入実行残高 200,000
差引額 100,000

売掛金 357千円
投資その他の資産その他 825
合計 1,182

普通株式 3,986,402株

普通株式 917株

・eF-1G（適性検査） アカウント利用料は、適性検査サービスの提供を履行義務として識別してお
り、契約期間の経過に応じて収益を認識しております。
受検料は、適性検査の提供を履行義務として識別しております。このうち、
定量契約については、契約期間にわたり受検件数に応じて収益を認識し、従
量契約については、受検時に履行義務が充足されたとして一時点で収益を認
識しております。

⑤　その他連結計算書類の作成のための重要な事項
イ．のれんの償却方法及び償却期間

　のれんの償却については、10年間の均等償却を行っております。
ロ．グループ通算制度の適用

　当社及び連結子会社は、グループ通算制度を適用しております。

２．表示方法の変更に関する注記
（連結貸借対照表）

　前連結会計年度まで区分掲記して表示しておりました「のれん」（当連結会計年度は、27,204千円）は、金
額的重要性が乏しくなったため、当連結会計年度より、無形固定資産の「その他」に含めて表示しております。
　前連結会計年度まで区分掲記して表示しておりました「長期借入金」（当連結会計年度は、25,011千円）
は、金額的重要性が乏しくなったため、当連結会計年度より、固定負債の「その他」に含めて表示しておりま
す。

（連結損益計算書）
　前連結会計年度まで区分掲記して表示しておりました「助成金収入」（当連結会計年度は、950千円）及び
「受取手数料」（当連結会計年度は、865千円）は、金額的重要性が乏しくなったため、当連結会計年度より、
営業外収益の「その他」に含めて表示しております。

３．連結貸借対照表に関する注記
⑴　当座貸越契約

　当社は、資本効率の向上を図りつつ、必要な時に運転資金の効率的な調達を行うため、取引銀行３行と当座貸
越契約を締結しております。当連結会計年度末における当座貸越契約に係る借入未実行残高等は次のとおりであ
ります。

⑵　資産から直接控除した貸倒引当金

４．連結株主資本等変動計算書に関する注記
⑴　当連結会計年度の末日における発行済株式の種類及び総数

⑵　当連結会計年度の末日における自己株式の種類及び数

⑶　剰余金の配当に関する事項
①　配当金支払額等
　　該当事項はありません。
②　基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度になるもの
　　2026年６月24日開催予定の定時株主総会において、次のとおり付議いたします。
　　イ．配当金の総額 普通株式　　　215,216千円
　　ロ．配当の原資 利益剰余金
　　ハ．１株当たり配当額 普通株式　　　54円
　　ニ．基準日 2026年３月31日
　　ホ．効力発生日 2026年６月25日
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普通株式 56,550株

連結貸借対照表計上額（*1） 時価（*1） 差額
長期借入金（*2） (129,203) (128,236) 966

⑷　当連結会計年度の末日における新株予約権（権利行使期間の初日が到来していないものを除く。）の目的とな
る株式の種類及び数

５．金融商品に関する注記
⑴　金融商品の状況に関する事項

①　金融商品に対する取組方針
　当社グループは、運転資金については、まず営業キャッシュ・フローで獲得した資金を投入し、不足分につ
いては必要に応じて銀行借入による調達を行う方針であります。一時的な余剰資金につきましては、短期的な
預金等の安全性の高い金融資産により保有しており、デリバティブ取引は行わない方針であります。

②　金融商品の内容及び当該金融商品に係るリスク
　営業債権である売掛金は、顧客の信用リスクに晒されております。
　投資有価証券は、取引先企業との業務・資本提携等に関連する株式及び投資事業有限責任組合への出資であ
り、市場価格の変動リスク及び発行体の信用リスクに晒されております。
　営業債務である未払金、未払費用、未払法人税等は、全てが１年以内の支払期日であります。
　借入金は、主に運転資金の調達を目的としております。また借入金のうち一部は、変動金利であるため金利
変動リスクに晒されております。

③　金融商品に係るリスク管理体制
イ．信用リスク（取引先の契約不履行等に係るリスク）の管理

　営業債権については、与信管理規程に従い、経理担当者が取引先別に期日及び残高を管理するとともに、
各取引について与信額を設定し、与信額を超過する営業債権が発生しないよう定期的にモニタリングしてお
ります。また入金状況を日々モニタリングし、入金遅延が発生した場合には各営業担当者に随時連絡してお
ります。これにより、各取引先の財政状態等の悪化による回収懸念の早期把握や軽減を図っております。

ロ．市場リスク（為替や金利等の変動リスク）の管理
　投資有価証券については、定期的に発行体の財務状況等を把握しております。
　借入金の金利変動リスクについては、分割弁済等によりその影響を緩和しております。

ハ．資金調達に係る流動性リスク（支払期日に支払を実行できなくなるリスク）の管理
　担当部署が、適時に資金繰り計画を作成・更新することにより、流動性リスクを管理しております。ま
た、手許流動性を確保するために、当座貸越契約を締結しております。

④　金融商品の時価等に関する事項についての補足説明
　金融商品の時価の算定においては変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件等を採用することによ
り、当該価額が変動することもあります。

⑵　金融商品の時価等に関する事項
　2026年３月31日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりでありま
す。また、現金及び預金、売掛金、未払金、未払費用、未払法人税等については、現金であること、及び短期間
で決済されるため時価が帳簿価額に近似するものであることから、記載を省略しております。

（単位：千円）

（*1）負債で計上されているものについては、（　　）で示しております。
（*2）１年内返済予定の長期借入金は長期借入金に含めております。
⑶　金融商品の時価の適切な区分ごとの内訳等に関する事項

　金融商品の時価を、時価の算定に用いたインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の３つのレベルに
分類しております。

レベル１の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において形成される当該時価
の算定の対象となる資産又は負債に関する相場価格により算定した時価

レベル２の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル１のインプット以外の時価の算定
に係るインプットを用いて算定した時価

レベル３の時価：観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価
　時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットがそれぞれ属
するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しております。
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区分 時価
レベル１ レベル２ レベル３ 合計

長期借入金 － (128,236) － (128,236)

売上区分
合計OfferBox

(早期定額型)
OfferBox

(成功報酬型)
eF-1G

（適性検査） その他

 一時点で移転されるサービス 57,580 654,560 157,706 172,088 1,041,936
 一定の期間にわたり移転されるサービス 4,431,304 － 155,848 127,827 4,714,979
 顧客との契約から生じる収益 4,488,885 654,560 313,554 299,915 5,756,915
 その他の収益 － － － － －
 外部顧客への売上高 4,488,885 654,560 313,554 299,915 5,756,915

当連結会計年度
期首 期末

 顧客との契約から生じた債権
 　売掛金 117,460 157,166
 契約負債 1,199,303 1,849,647

１年以内 1,958,282千円
１年超２年以内    132,616
合計 2,090,898

⑴　１株当たり純資産額 476円12銭
⑵　１株当たり当期純利益 120円25銭

①　時価をもって連結貸借対照表計上額とする金融資産及び金融負債
　該当事項はありません。

②　時価をもって連結貸借対照表計上額としない金融資産及び金融負債
（単位：千円）

（注）時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定に係るインプットの説明
・長期借入金

　時価は、元利金の合計額と、当該債務の残存期間及び信用リスクを加味した利率を基に、割引現在価値法に
より算定しており、レベル２の時価に分類しております。

６．収益認識に関する注記
⑴　顧客との契約から生じる収益を分解した情報

（単位：千円）

⑵　顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報
　「１．連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等　(4) 会計方針に関する事項　④　
収益及び費用の計上基準」に記載のとおりであります。

⑶　顧客との契約に基づく履行義務の充足と当該契約から生じるキャッシュ・フローとの関係並びに当連結会計年
度末において存在する顧客との契約から翌連結会計年度以降に認識すると見込まれる収益の金額及び時期に関
する情報

①　顧客との契約から生じた債権、契約資産及び契約負債の残高
（単位：千円）

　契約負債は、主にOfferBox（早期定額型）におけるサービス提供期間のうち未経過期間に係る前受金であ
り、時の経過に応じて契約負債から売上高へ振替計上しております。当連結会計年度に認識された収益のう
ち、期首現在の契約負債残高に含まれていた額は、1,199,303千円であります。

②　残存履行義務に配分した取引価格
　残存履行義務に配分した取引価格の総額および収益の認識が見込まれる期間は、次のとおりであります。

７．１株当たり情報に関する注記
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８．重要な後発事象に関する注記
　該当事項はありません。

９．その他の注記
　該当事項はありません。
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(2025年４月 1 日から
2026年３月31日まで)

株 主 資 本

純資産合計
資 本 金 新 株 式

申込証拠金

資本剰余金 利益剰余金

自 己 株 式 株主資本合計
資本準備金

その他利益剰余金

繰越利益剰余金

当 期 首 残 高 672,330 － 642,330 93,813 △184 1,408,290 1,408,290

当 期 変 動 額

新 株 の 発 行
(譲渡制限付株式報酬) 8,972 8,972 17,944 17,944

新 株 の 発 行
(新株予約権の行使) 2,775 △5,551 2,775 － －

新株予約権の行使 5,551 5,551 5,551

当 期 純 利 益 470,631 470,631 470,631

自 己 株 式 の 取 得 △93 △93 △93

株主資本以外の項目
の当期変動額(純額) －

当 期 変 動 額 合 計 11,747 － 11,747 470,631 △93 494,034 494,034

当 期 末 残 高 684,078 － 654,078 564,445 △277 1,902,324 1,902,324

株主資本等変動計算書

（単位：千円）

（注）金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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個別注記表
１．重要な会計方針に係る事項に関する注記

⑴　資産の評価基準及び評価方法
①　有価証券の評価基準及び評価方法
　イ．子会社株式　　　　　　　　移動平均法による原価法
　ロ．その他有価証券

　　・市場価格のない株式等　　移動平均法による原価法を採用しております。なお、投資事業有限責任組合
への出資については、組合契約に規定される決算報告日に応じて入手可能な 
最近の決算書を基礎とし、持分相当額を純額で取り込む方法を採用しており
ます。

②　棚卸資産の評価基準及び評価方法
・貯蔵品　　　　　　　　　　　個別法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下による簿価切下げの方

法により算定）
⑵　固定資産の減価償却の方法

①　有形固定資産（リース資産を除く）
定額法を採用しております。
なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。
建物　　　　　　　　３年～39年
工具、器具及び備品　３年～10年

②　無形固定資産（リース資産を除く）
・自社利用のソフトウエア　　　社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法を採用しております。

③　リース資産
・所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

リース期間を耐用年数として、残存価額を零とする定額法を採用しておりま
す。

⑶　重要な引当金の計上基準
・貸倒引当金　 売上債権、貸付金等の債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権につ

いては貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収
可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

⑷　収益及び費用の計上基準
　当社の顧客との契約から生じる収益に関する主要な事業における主な履行義務の内容及び当該履行義務を充足
する通常の時点（収益を認識する通常の時点）は、以下のとおりであります。

・OfferBox（早期定額型） 早期オファー枠サービスと入社合意枠サービスの提供を履行義務として識別
しております。早期オファー枠サービスの利用料金は契約時から採用広報解
禁日までの期間の経過に応じて、入社合意枠サービスの利用料金は契約時か
ら採用年度末までの期間の経過に応じて収益を認識しております。なお、オ
プションサービスについてはサービス提供時に一時点で収益を認識しており
ます。

・OfferBox（成功報酬型） 採用決定に至るまでのサービスの提供を履行義務として識別し、採用決定日
に履行義務が充足されたとして一時点で収益を認識しております。なお、内
定辞退が生じた場合には返金義務があるため、返金見込額は収益から控除し
ております。

⑸　その他計算書類作成のための重要な事項
グループ通算制度の適用
　当社は、グループ通算制度を適用しております。
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　関係会社に対する金銭債権、債務は次のとおりであります。
　短期金銭債権 5,730千円
　短期金銭債務 4,935千円

関係会社との取引高
営業取引による取引高

売上高 5,975千円
売上原価 36,010千円
販売費及び一般管理費 12,997千円

営業取引以外の取引高 22,050千円

普通株式 917株

繰延税金資産
税務上の繰越欠損金 13,218千円
未払事業税 9,919千円
返金負債 9,523千円
資産除去債務 4,909千円
合併受入資産評価差額金 12,816千円
株式報酬費用 15,425千円
投資有価証券評価損 12,851千円
関係会社株式評価損 53,691千円
減損損失 7,236千円
未払費用 3,804千円
その他 11,200千円
繰延税金資産小計 154,597千円
税務上の繰越欠損金に係る評価性引当額 －千円
将来減算一時差異等の合計に係る評価性引当額 △87,313千円

繰延税金資産合計 67,283千円
繰延税金負債

差額負債調整勘定 △5,872千円
繰延税金負債小計 △5,872千円

繰延税金負債合計 △5,872千円
繰延税金資産の純額 61,411千円

２．表示方法の変更に関する注記
（貸借対照表）
　前事業年度まで区分掲記して表示しておりました「長期前払費用」（当事業年度は、152千円）は、金額的重要
性が乏しくなったため、当事業年度より、投資その他の資産の「その他」に含めて表示しております。
（損益計算書）
　前事業年度まで区分掲記して表示しておりました「助成金収入」（当事業年度は、950千円）は、金額的重要性
が乏しくなったため、当事業年度より、営業外収益の「その他」に含めて表示しております。

３．貸借対照表に関する注記

４．損益計算書に関する注記

５．株主資本等変動計算書に関する注記
当事業年度の末日における自己株式の種類及び数

６．税効果会計に関する注記
⑴　繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

－ 12 －



種 類 会 社 等 の
名 称

議決権等の所
有(被所有)割合

関連当事者
と の 関 係 取 引 の 内 容 取 引 金 額

（ 千 円 ） 科 目 期 末 残 高
（ 千 円 ）

子会社 ㈱イー・ファ
ルコン

所有
　直接100%

役員の兼任
経営管理

経営指導料
（注） 16,050 未収入金 1,540

子会社 ㈱マキシマイ
ズ

所有
　直接100%

役員の兼任
経営管理

経営指導料
（注） 6,000 未収入金 550

⑴　１株当たり純資産額 477円31銭
⑵　１株当たり当期純利益 118円33銭

⑵　グループ通算制度を適用する場合の会計処理及び開示に関する取扱いの適用
　当社は、グループ通算制度を適用しております。これに伴い、法人税及び地方法人税並びに税効果会計の会計
処理及び開示については、「グループ通算制度を適用する場合の会計処理及び開示に関する取扱い」（実務対応
報告第42号 2021年８月12日）に従っております。

７．関連当事者との取引に関する注記
子会社等

（注）取引条件及び取引条件の決定方針等
　経営指導料は、関連当事者への役務提供内容を勘案して決定しております。

８．収益認識に関する注記
（顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報）
　顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報は、「連結注記表　６.収益認識に関する注記」に
同一の内容を記載しているため、記載を省略しております。

９．１株当たり情報に関する注記

10．重要な後発事象に関する注記
　該当事項はありません。

11．その他の注記
　該当事項はありません。
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